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平
成
二
十
九
年
度
学
位
論
文
・
卒
業
研
究
題
目
一
覧
博
士
論
文
『
古
事
記』
神
話
的
世
界
の
構
造
に
関
す
る
基
礎
研
究
田
中
智
樹
修
士
論
文
和
文
に
お
け
る
神
仙
世
界
の
文
学
表
現
万
葉
集
と
古
今
和
歌
集
に
お
け
る
｢
月
・
変
若
水
・
橘
・
菊｣
歌
を
中
心
に村
瀬
弘
憲
｢
養
老
の
滝｣
説
話
の
系
譜
と
展
開
山

有
香
卒
業
研
究
浅
岡
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
｢
結
婚
と
少
子
化｣
の
時
代
僕
た
ち
に
希
望
は
あ
る
の
か
神
田
桐
子
『
婦
人
グ
ラ
フ』
が
映
し
出
し
た
女
性
と
雑
誌
の
役
割浅
見
江
莉
回
覧
雑
誌
の
繁
栄
池
内
香
南
『
週
刊
新
潮』
と
信
平
裁
判
石
倉
樹
貸
本
屋
へ
の
社
会
的
批
判
悪
書
追
放
運
動
の
影
響
桐
山
昂
大
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
の
｢
発
想
絵
本｣
小
林
壱
誓
『
山
椒
魚』
の
結
末
削
除
を
め
ぐ
っ
て
鈴
木
愛
理
雑
誌
『G
IN
Z
A
』
顧
客
を
得
る
誌
面
へ
の
２
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
鈴
木
菜
々
美
戦
争
作
家
・
火
野
葦
平
瀧
内
梨
央
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
人
気
の
理
由
寺
本
朝
香
259
岩
波
文
庫
の
登
場
と
受
容
円
本
ブ
ー
ム
と
戦
争
の
時
代
背
景
か
ら
見
る
仲
村
美
の
里
フ
ラ
ン
ス
風
刺
画
か
ら
見
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
永
山
明
出
版
の
在
り
方
の
変
容
鳴
海
冴
恵
風
刺
画
の
特
性
戦
後
混
乱
期
の
朝
日
新
聞
風
刺
漫
画
長
谷
部
陽
平
書
店
は
終
わ
ら
な
い
平
岡
紀
子
『
暮
し
の
手
帖』
の
影
響
〈
商
品
テ
ス
ト
〉
に
着
目
し
て
福
井
晴
香
家
永
教
科
書
裁
判
第
一
次
訴
訟
と
教
科
書
検
定
古
橋
洸
哉
出
版
物
に
お
け
る
著
作
権
ト
ラ
ブ
ル
松
田
梓
木
版
印
刷
がH
A
N
G
A
に
至
る
ま
で
明
治
時
代
に
お
け
る
役
割
の
変
遷
を
中
心
に
水
野
恭
平
対
立
す
る
権
利
山
本
寛
子
大
池
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
人
々
に
敬
慕
さ
れ
続
け
た
良
寛
人
間
的
魅
力
と
書
江
藤
夏
奈
王
羲
之
と
蘭
亭
序
田
中
公
幾
葦
手
と
そ
の
変
遷
林
美
祈
近
衛
信
尹｢
寛
永
の
三
筆｣
と
近
世
の
書
道
村
山
涼
哉
谷
崎
潤
一
郎
作
品
に
お
け
る
女
性
の
魅
力
伊
神
綾
香
呉
煕
載
の
篆
書
片
山
嶺
花
年
賀
状
か
ら
読
み
解
く
日
本
の
歴
史
小
林
桃
子
手
書
き
文
字
の
減
少
は
問
題
で
あ
る
か
ど
う
か
杉
浦
有
紀
文
字
の
｢
権
力｣
｢
日
文
字｣
に
込
め
ら
れ
た
日
本
人
の
誇
り
寺
尾
明
日
香
書
家
・
王
鐸
に
つ
い
て
村
上
友
実
香

譬
え

は
な
ぜ
説
得
力
を
持
つ
か
伊
東
未
来
勝
亦
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
平
安
文
学
の
中
の
植
物
青
木
さ
く
ら
260
『
土
佐
日
記』
論
貫
之
が
表
現
し
た
か
っ
た
こ
と
安
達
架
太
『
和
泉
式
部
日
記』
論
月
の
役
割
に
つ
い
て
伊
藤
瞳
『
伊
勢
物
語』
に
お
け
る
歌
話
作
成
〜
万
葉
歌
の
展
開
〜
岡
島
江
里
在
原
業
平
論
『
伊
勢
物
語』
を
中
心
に
鬼
頭
秀
次
小
野
篁
人
物
像
と
そ
の
魅
力
嶋
田
千
歩
虫
め
づ
る
姫
君
論
蝶
め
づ
る
姫
君
か
ら
考
え
る
高
原
一
美
『
和
泉
式
部
日
記』
論
｢
手
枕
の
袖｣
か
ら
見
え
る
和
泉
式
部
の
心
情
田
中
里
依
｢
幸
ひ
人｣
と
し
て
の
紫
の
上
辻
夏
美
落
窪
物
語
論あ
こ
き
の
特
異
性
に
つ
い
て
出
井
ひ
か
る
『
落
窪
物
語』
論
異
母
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
吉
田
遥
蜻
蛉
日
記
執
筆
過
程
に
お
け
る
内
実
夫
と
の
生
活
、
養
女
迎
え
入
れ
を
経
て
稙
田
理
乃
明
石
の
君
と
紫
上
比
較
明
石
の
姫
君
の
｢
母｣
と
し
て
鈴
木
詩
織
『
和
泉
式
部
日
記』
論
女
の
心
情
に
つ
い
て
田
中
穂
乃
実
甘
露
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
三
島
由
紀
夫
｢
道
成
寺｣
の
小
説
へ
の
リ
メ
イ
ク
案細
野
隆
貴
三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集』
｢
綾
の
鼓｣
の
解
釈
お
よ
び
リ
メ
イ
ク
案
加
藤
英
和
公
益
財
団
法
人
骨
粗
鬆
症
財
団
の
Ｃ
Ｍ
企
画
案
川
地
美
穂
霧
島
酒
造
株
式
会
社
｢
黒
霧
島｣
の
Ｃ
Ｍ
企
画
書
北
岡
万
里
采
261
『
近
代
能
楽
集』
｢
班
女｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案
北
沢
綾
菜
Ｃ
Ｓ
Ｐ
セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
の
Ｃ
Ｍ
企
画
書
國
光
麻
里
三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集』
｢
卒
塔
婆
小
町｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案
佐
藤
美
喜
『
近
代
能
楽
集』
｢
弱
法
師｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
の
企
画
書
須
藤
有
紀
ニ
チ
バ
ン
株
式
会
社
｢
セ
ロ
テ
ー
プ
Ｒ｣
の
Ｃ
Ｍ
企
画
書
多
久
和
佳
奈
『
近
代
能
楽
集』
｢
熊
野｣
の
解
釈
仲
谷
早
津
紀
株
式
会
社
ロ
ッ
テ
ア
イ
ス
｢
爽｣
の
Ｃ
Ｍ
企
画
書
西
垣
友
紀
子
『
近
代
能
楽
集』
｢
邯
鄲｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
の
企
画
書
野
田
菜
乃
富
山
県
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
促
す
広
告
の
企
画
書
廣
橋
里
穂
子
『
近
代
能
楽
集』
｢
道
成
寺｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
の
企
画
書
福
島
和
美
『
近
代
能
楽
集』
｢
班
女｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案
福
森
早
保
『
近
代
能
楽
集』
｢
弱
法
師｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
の
企
画
書
藤
田
麻
未
『
近
代
能
楽
集』
｢
綾
の
鼓｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
の
企
画
書
牧
野
こ
の
み
『
近
代
能
楽
集』
｢
熊
野｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案
渡
邊
美
月
『
近
代
能
楽
集』
｢
卒
都
婆
小
町｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
の
企
画
書
渡
辺
芽
依
後
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
公
共
ト
イ
レ
の
注
意
書
き
に
つ
い
て
の
考
察
浅
井
花
音
近
代
以
降
に
於
け
る
一
人
称
代
名
詞
｢
拙
者｣
に
つ
い
て
の
考
察
浅
井
友
太
外
国
語
映
像
作
品
に
お
け
る
字
幕
と
吹
き
替
え
の
表
現
の
差
異
に
関
す
る
考
察
大
澤
華
葵
三
重
県
に
お
け
る
一
人
称
代
名
詞
・
自
称
の
使
用
実
態
と
そ
の
印
象
奥
野
裕
香
子
262
プ
ロ
野
球
の
ラ
ジ
オ
実
況
に
お
け
る
比
喩
表
現
に
関
す
る
考
察
加
藤
真
愛
漫
画
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
後
の
変
化
に
つ
い
て
加
藤
磨
生
類
義
語
｢
つ
か
む｣
｢
に
ぎ
る｣
｢
も
つ｣
｢
と
る｣
に
関
す
る
考
察
久
野
健
太
郎
映
画
広
告
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
考
察
篠
原
理
沙
子
嵐
の
歌
詞
の
こ
と
ば
の
分
析
島
山
梨
奈
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
に
お
け
る
プ
リ
ン
セ
ス
物
語
の
研
究
行
動
、
こ
と
ば
の
観
点
か
ら
み
る
女
性
像鈴
木
結
菜
｢
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム｣
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
考
察
世
代
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
田
中
雅
子
三
河
方
言
｢
じ
ゃ
ん｣
の
用
法
中
根
佳
織
笑
い
飯
の
漫
才
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
と
Ｍ
―
１
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
の
考
察
中
村
愛
お
菓
子
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
考
察
長
沼
佑
花
里
現
代
日
本
語
の
〈
乱
れ
〉
に
つ
い
て
の
考
察
｢
ら
抜
き
こ
と
ば｣
を
中
心
と
し
て
彦
坂
綾
音
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
の
歌
詞
に
お
け
る
レ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
渡
邊
美
穂
野
菜
の
種
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
の
考
察
鰐
部
千
恵
子
映
画
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
鈴
木
杏
奈
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森』
に
お
け
る
日
英
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現
の
比
較
考
察
内
藤
千
晶
著
名
人
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
に
関
す
る
一
考
察
森
田
沙
椰
酒
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
江
戸
川
乱
歩
論
作
品
の
中
の
レ
ン
ズ
と
鏡
池
田
つ
か
さ
『
月
に
吠
え
ら
ん
ね
え』
に
み
る
高
村
光
太
郎
と
智
恵
子
伊
林
朋
香
物
語
の
創
造芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門』
論
河
合
浩
崇
263
夏
目
漱
石
『
門』
論
罪
か
ら
の
逃
走
篠
原
美
花
壺
井
栄
『
二
十
四
の
瞳』
が
訴
え
る
平
和
高
橋
典
子
宮
崎
駿
作
品
『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城』
論
登
場
人
物
の
変
貌
と
変
身
竹
腰
友
茉
太
宰
治
の
憂
い
と
不
安
｢
十
二
月
八
日｣
よ
り
田
代
佳
苗
村
上
春
樹
短
編
小
説
論
動
物
を
め
ぐ
る
考
察
津
田
諒
馬
新
美
南
吉
『
ご
ん
ぎ
つ
ね』
論
教
科
書
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
続
け
る
理
由
長
山
奈
央
『
そ
れ
か
ら』
と
漱
石
が
描
く
愛
西
ノ
明
理
央
芥
川
龍
之
介
『
河
童』
論
村
松
亜
祐
実
桜
の
森
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
坂
口
安
吾
｢
桜
の
森
の
満
開
の
下｣
よ
り山
尾
美
咲
『
行
人』
論
一
郎
の
苦
悩
を
め
ぐ
っ
て
山
口
倭
加
壺
井
栄
『
二
十
四
の
瞳』
論
再
軍
備
と
思
想
弾
圧
の
動
き
に
対
す
る
反
発
山
根
木
新
村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森』
論
主
人
公
と
読
者
の
接
近
川
田
雄
大
映
像
で
更
新
さ
れ
続
け
る

社
会
派

推
理
小
説
松
本
清
張
『
砂
の
器』
『
ゼ
ロ
の
焦
点』
映
像
比
較
を
通
し
て
杉
山
京
子
変
化
す
る
春
琴
像
映
画
作
品
を
分
析
し
て
出
口
彩
エ
ン
デ
の
贈
り
物
『
は
て
し
な
い
物
語』
を
通
し
て
の
読
書
体
験
渡
邉
早
紀
大
佛
次
郎
『
帰
郷』
論
主
人
公
が
元
軍
人
で
あ
る
理
由
原
田
宗
一
郎
264
佐
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
万
葉
集
歌
人
笠
金
村
伊
香
山
旅
歌
に
お
け
る
尾
花
と
萩
嘉
瀬
井
智
裕
万
葉
集
物
語
と
そ
の
表
現
湯
原
王
と
娘
子
の
贈
答古
村
涼
香
万
葉
歌
の
譬
喩
表
現
大
伴
坂
上
郎
女
の
橘
歌
を
中
心
に
星
野
可
奈
万
葉
和
歌
表
現
〜
花
の
実
に
か
か
わ
る
歌
に
つ
い
て
〜
宮
野
友
希
天
武
天
皇
の
文
学
紀
皇
女
を
中
心
に
渡
辺
ル
ー
シ
ー
萌

竹
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
日
本
古
典
文
学
に
於
け
る
中
国
古
典
文
学
受
容
方
法
の
考
察
『
遊
仙
窟』
を
中
心
と
し
て
稲
垣
希
実
香
江
戸
時
代
に
外
食
が
流
行
し
た
要
因
に
つ
い
て
蟹
江
由
梨
あ
ざ
丸
と
景
清
民
俗
芸
能
か
ら
見
る
あ
ざ
丸
と
景
清
の
関
係
林
依
舞
希
紅
化
粧
で
み
る
江
戸
時
代
の
美
宮
嶋
泉
本
能
寺
の
変
に
関
す
る
説
話
の
比
較
宮
永
佳
奈
福
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
婚
姻
を
妨
げ
る
要
因
〜
平
安
説
話
を
中
心
に
〜
西
山
碧
動
物
変
化
譚
の
諸
相
〜『
今
昔
物
語
集』
を
中
心
に
〜
渡
辺
晴
香
宮
内
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
マ
ン
ガ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
加
藤
朱
乃
外
国
文
学
の
原
作
と
翻
訳
表
現
の
違
い
に
つ
い
て
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬』
の
日
本
語
作
品
の
比
較
坂
本
ひ
か
り
複
合
語
の
漢
字
表
記
に
お
け
る
送
り
仮
名
の
揺
れ
に
つ
い
て
天
野
智
生
265
邦
楽
ヒ
ッ
ト
曲
に
お
け
る
歌
詞
の
年
代
別
特
性
伊
藤
汐
梨
現
代
語
に
お
け
る
ｅ
音
擬
態
語
へ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
実
態
調
査
井
門
嘱
望
鳴
き
声
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
現
代
日
本
語
と
英
語
・
古
語
と
の
比
較
井
深
樹
役
割
語
か
ら
み
る
幼
児
向
け
ア
ニ
メ
の
特
徴
｢
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン｣
ば
い
き
ん
ま
ん
の
変
装
シ
ー
ン
を
も
と
に
今
村
奈
津
希
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
映
画
『
美
女
と
野
獣』
に
お
け
る
字
幕
翻
訳
の
特
徴
大
脇
み
ゆ
き
小
説
作
品
の
文
体
研
究
米
澤
穂
信
作
品
を
元
に
川
嶋
唯
仁
｢
檄
を
飛
ば
す｣
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
小
島
さ
つ
き
日
英
の
小
説
タ
イ
ト
ル
の
比
較
小
林
恵
梨
子
色
名
に
み
る
日
本
人
の
感
性
に
つ
い
て
寒
川
友
美
感
情
形
容
詞
の
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
意
味
の
差
に
つ
い
て
竹
内
沙
英
日
本
に
お
け
る
｢
こ
う
も
り｣
の
印
象
の
変
化
に
つ
い
て
田
中
瑞
奈
Ｊ
ポ
ッ
プ
に
お
け
る
｢
桜
ソ
ン
グ｣
の
歌
詞
の
特
徴刀
根
千
晴
感
情
表
現
に
か
か
わ
る
フ
ォ
ン
ト
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
の
テ
ロ
ッ
プ
か
ら
原
優
希
自
然
会
話
に
お
け
る
言
い
さ
し
表
現
へ
の
｢
察
し｣
の
現
れ
方
原
田
結
佳
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
食
感
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
つ
い
て
村
田
奈
央
地
方
都
市
に
お
け
る
多
言
語
表
示
の
比
較
岐
阜
県
岐
阜
市
と
岐
阜
県
可
児
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
森
愛
央
創
作
物
に
お
け
る
新
敬
語
｢
ス｣
に
つ
い
て
森
田
瑛
帆
柳
沢
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
風
の
又
三
郎』
に
み
え
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
意
味
稲
垣
啓
輔
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溝
口
健
二
『
雨
月
物
語』
論
原
作
と
比
較
し
て
井
上
東
洋
片
仮
名
本
『
因
果
物
語』
と
『
死
霊
解
脱
物
語
聞
書』
に
つ
い
て
金
井
満
莉
子
春
信
美
人
の
魅
力
前
野
ま
る
加
『
四
谷
雑
談』
と
『
東
海
道
四
谷
怪
談』
の
祟
り
牧
田
理
紗
子
賭
博
の
歴
史江
戸
時
代
を
中
心
に
衰
退
の
経
緯
を
読
み
解
く
牧
野
隼
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
『
酒
呑
童
子』
に
つ
い
て
寛
永
頃
刊
絵
入
本
『
し
ゆ
て
ん
と
う
し』
下
巻
を
中
心
に
森
川
な
つ
は
溝
口
健
二
『
雨
月
物
語』
『
西
鶴
一
代
女』
に
つ
い
て和
田
遼
平
中
島
敦
『
名
人
伝』
の
解
釈
伊
藤
圭
祐
美
容
書
に
見
る
日
本
人
の
睫
毛
へ
の
美
意
識
の
変
遷
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
四
十
年
代
ま
で
内
田
葉
月
『
怪
〜ay
ak
ash
i
〜』
か
ら
見
る
『
東
海
道
四
谷
怪
談』
の
怖
さ
衣
斐
彩
香
｢
時
う
ど
ん
(
そ
ば)｣
か
ら
見
た
落
語
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
川
村
勇
貴
ジ
ャ
ヴ
ェ
ー
ル
に
み
る
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル』
の
魅
力
小
説
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
中
心
に
酒
井
な
つ
み
落
語
｢
あ
た
ま
山｣
と
ア
ニ
メ
｢
頭
山｣
の
比
較
考
察
中
村
浩
人
円
朝
『
怪
談
牡
丹
燈
籠』
に
つ
い
て
の
考
察
了
意
『
伽
婢
子』
、
牛
込
軽
子
坂
の
話
と
比
較
し
て
平
手
一
馬
歌
川
国
芳
の
浮
世
絵
に
お
け
る
妖
怪
松
永
夏
琳
『
東
海
道
四
谷
怪
談』
と
『
屏
風
怨
霊
四
谷
怪
談』
の
比
較
考
証
伊
右
衛
門
を
中
心
に
山
本
千
晶
｢
道
化
の
華｣
に
お
け
る
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
構
造
に
つ
い
て
吉
見
拓
真
引
札
の
見
せ
方
に
つ
い
て
若
山
功
暉
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小
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
元
暦
校
本
万
葉
集』
に
み
ら
れ
る
可
能
性
『
万
葉
代
匠
記』
の
解
釈
か
ら
考
え
る
磯
崎
諭
秩
父
事
件
と
民
衆
革
命
思
想
秩
父
に
お
け
る
｢
人
民
天
賦
ノ
権
利｣
岩
崎
亮
太
米
沢
藩
政
改
革
に
お
け
る
政
教
一
致
教
学
振
興
と
細
井
平
洲
の
｢
治
国｣
観
大
西
宏
和
名
古
屋
に
お
け
る
庶
民
教
育
と
往
来
物
『
名
護
屋
往
来』
か
ら
見
る
名
古
屋
地
域
で
の
学
習
レ
ベ
ル
小
森
敬
太
寛
政
の
出
版
統
制
と
蔦
屋
重
三
郎
〜
洒
落
本
三
部
作
を
め
ぐ
っ
て
〜
中
東
里
菜
子
大
戦
間
期
の
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
人
移
民
の
意
識
〜『
布
哇
報
知』
の
文
芸
欄
と
質
問
欄
か
ら
読
み
取
る
〜
永
田
記
也
東
海
に
お
け
る
安
倍
晴
明
〜
万
歳
と
陰
陽
道
〜
服
部
北
斗
人
富
士
山
の
祭
神
と
身
禄
信
仰
〜
富
士
講
と
富
士
吉
田
の
御
師
を
中
心
に
〜
三
井
詩
織
新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道』
の
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
国
際
社
会
に
発
信
さ
れ
た
日
本
文
化
矢
富
紀
充
一
九
世
紀
に
お
け
る
内
海
船
漂
流
の
一
考
察
督
乗
丸
の
『
船
長
日
記』
を
例
に
吉

玲
ほ
小
早
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
神
奈
川
県
の
砂
盛
り
習
俗
伊
藤
彩
佳
有
玉
神
社
例
大
祭
浜
松
ま
つ
り
と
の
比
較
と
東
畑
屋
を
通
し
て
伊
藤
友
菜
女
性
の
気
持
ち
と
水
子
供
養
の
変
化
今
井
香
奈
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日
本
に
お
け
る
聖
母
マ
リ
ア
信
仰
と
そ
の
受
容
マ
リ
ア
像
建
立
事
例
を
中
心
に
苅
谷
涼
太
災
害
を
記
憶
す
る
妖
怪
・
怪
異
現
象
木
村
有
紀
知
立
ま
つ
り中
新
町
の
組
織
形
態
と
運
営
方
法
小
林
麻
里
富
山
売
薬
〜
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
〜
澤
田
周
平
安
城
市
桜
井
町
西
町
に
お
け
る
囃
子
・
神
楽
の
伝
承
と
今
後
の
展
望
鈴
木
悠
里
有
松
絞
り
の
受
け
継
が
れ
る
伝
統
と
現
状
田
中
か
れ
ら
内
海
神
楽
船
祭
り
か
ら
見
る
廻
船
業
原
田
峻
現
代
の
動
物
供
養
村
木
貴
紀
豊
橋
祇
園
祭豊
橋
市
が
誇
る
伝
統
的
祭
礼
の
変
容
・
継
承
森
下
歩
夢
方
言
変
化
と
地
域
変
化
の
関
連
性
〜
山
口
県
周
防
大
島
町
〜
山
崎
将
弘
白
根
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
名
古
屋
出
立
の
紀
行
文
か
ら
み
る
近
世
の
旅
木
村
大
輔
反
魂
丹
売
薬
と
富
山
藩
小
島
七
海
幕
府
天
文
方
の
職
制
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
小
林
幹
弥
田
沼
時
代
に
お
け
る
｢
国
益｣
と
田
村
藍
水
鈴
木
捺
帆
｢
聞
書｣
か
ら
み
る
三
井
大
坂
両
替
店
の
情
報
収
集
活
動
鈴
村
美
咲
高
家
吉
良
家
か
ら
見
る
近
世
武
家
官
位
叙
任
手
続
き高
津
太
一
『
取
次』
か
ら
み
る
近
世
初
期
の
幕
藩
関
係
田
邊
武
近
世
大
名
家
に
お
け
る
婚
姻
真
田
家
を
事
例
に
中
原
可
南
子
天
保
改
革
に
お
け
る
浮
世
絵
の
取
り
締
ま
り
と
そ
の
実
態
永
井
京
徳
川
和
子
の
｢
入
内｣
と
朝
幕
関
係
林
和
輝
『
兼
山
秘
策』
か
ら
み
る
将
軍
吉
宗
の
政
治
的
位
置平
嶋
祥
大
天
璋
院
篤
姫
の
入
輿
に
み
る
幕
藩
関
係
山
口
優
奈
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近
世
大
名
の
家
格
松
代
藩
真
田
家
を
事
例
に
山
下
祐
樹
化
政
期
に
お
け
る
江
戸
の
広
告
の
姿
山
本
稚
子
中
元
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
名
古
屋
市
に
お
け
る
鉄
道
の
市
営
移
管
名
古
屋
電
気
鉄
道
、
名
古
屋
市
長
、
新
聞
社
の
動
き
を
中
心
に
井
面
成
秋
朝
日
新
聞
記
者
武
内
文
彬
の
中
国
・
満
州
論
の
展
開
満
州
事
変
前
後
に
お
け
る
論
調
変
化
を
中
心
に
岩
田
芳
武
長
野
・
岐
阜
・
愛
知
に
お
け
る
中
央
西
線
敷
設
運
動
の
成
立
過
程
鉄
道
技
師
佐
分
利
一
嗣
と
鉄
道
誘
致
運
動
を
中
心
に
上
田
健
太
大
正
期
に
お
け
る
特
別
学
級
の
障
害
児
教
育
名
古
屋
市
に
お
け
る
特
別
学
級
の
成
立
江
口
茉
帆
愛
知
県
に
お
け
る
修
学
旅
行
の
成
立
過
程
大
矢
宗
良
東
大
学
生
運
動
の
激
化
と
そ
の
背
景
木
下
奈
々
新
聞
か
ら
み
る
『
原
爆
の
子』
『
朝
日
新
聞』
と
『
読
売
新
聞』
の
報
道
か
ら
熊
崎
唯
『
東
京
朝
日
新
聞』
の
広
告
実
態
と
社
論
転
換
鈴
木
大
喜
愛
知
県
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
新
聞
米
騒
動
と
普
選
運
動
を
中
心
に
高
木
隆
次
小
山
松
寿
に
お
け
る
ア
ジ
ア
観
の
変
容
と
宣
伝
省
設
置
案
中
野
綾
香
資
生
堂
の
経
営
戦
略
明
治
期
に
お
け
る
新
聞
広
告
と
高
品
質
路
線
中
林
恵
理
名
古
屋
市
の
熱
田
編
入
合
併
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
新
聞
報
道
を
中
心
に
蓮
尾
貴
大
松
坂
屋
の
経
営
戦
略
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
と
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
を
中
心
に
長
谷
川
七
星
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日
本
二
輪
車
産
業
に
お
け
る
企
業
間
競
争
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
と
愛
知
県
へ
の
販
路
拡
大
早
川
僚
一
臨
時
脚
気
病
調
査
会
の
成
立
過
程
と
役
割
宮
島
晴
香
｢
政
治
家｣
竹
越
与
三
郎
の
評
価
内
閣
批
評
か
ら
見
る
武
藤
裕
真
『
知
多
新
聞』
か
ら
見
た
半
田
市
制
施
行
県
当
局
と
各
町
の
動
向
山
縣
徹
也
山
田
耕
筰
の
戦
争
認
識
戦
前
・
戦
後
に
お
け
る
日
本
音
楽
界
の
動
向
を
中
心
に
饒
平
名
彩
音
播
磨
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
豊
臣
秀
頼
の
政
治
的
地
位
に
つ
い
て
加
藤
壱
弥
御
所
体
制
か
ら
見
る
長
宗
我
部
氏
と
土
佐
一
条
氏
の
関
係
野
村
有
香
｢
惣
国
一
揆
掟
之
事｣
に
み
え
る
伊
賀
惣
国
服
部
早
希
武
田
勝
頼
の
外
交
深
谷
弘
進
織
田
信
長
の
対
朝
廷
関
係
近
衛
前
久
を
中
心
に
星
野
斗
輝
也
永
禄
年
間
の
伊
勢
の
貨
幣
流
通
村
越
俊
平
太
料
理
書
か
ら
見
た
織
豊
期
の
食
文
化
山
口
文
穂
初
期
豊
臣
政
権
に
お
け
る
取
次
役
対
上
杉
交
渉
を
中
心
と
し
て
吉
沢
悠
奈
村
岡
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
続
日
本
紀』
に
お
け
る
歴
史
叙
述
方
法
と
そ
の
発
展
長
屋
王
関
連
記
事
を
中
心
に
高
橋
み
の
り
『
日
本
書
紀』
に
お
け
る
女
性
天
皇
と
即
位
儀
持
統
天
皇
を
中
心
に
長
埼
千
晴
記
紀
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
か
ら
み
え
る
、
『
古
事
記』
と
『
日
本
書
紀』
の
成
り
立
ち
山
本
今
日
香
和
同
開
珎
発
行
の
意
義
銀
お
よ
び
銀
銭
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て吉
岡
幸
祐
贈
答
か
ら
見
る
家
の
格
に
対
す
る
意
識
看
聞
日
記
か
ら
読
み
解
く
贈
答
吉
川
美
妃
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